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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】硬質の樹脂などで構成されたステーやボーンを
使用せずに足関節に起こる内・外反捻挫を効果的に防ぐ
ことができる足関節用サポーターを提供する。
【解決手段】内側には滑り止め機能を有し、外側には面
ファスナー雌機能を有する縦・横２方向に伸縮する生地
で構成され本体２と補助ベルト７とからなり、本体１に
はその中央に足底部３を設け、更に足底部３の両側には
左右対称に足首関節の包み込み部４，５を設け、更に足
底部３の一側から包み込み部４，５の端部方向に非伸縮
性生地で構成された縫製ライン４ｃ,４ｃ、５ｃ,５ｃを
設け、また包み込み部４，５の後端部内側には雄面ファ
スナー５ｂ,５ｂを設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体の内側には滑り止め機能を有し、外側には面ファスナー雌機能を有する縦・横２方向
に伸縮する生地で構成され、該本体にはその中央に足底部を設け、更に該足底部の両側に
は左右対称に足関節の包み込み部を設け、更に足底部の一側から包み込み部の端部方向に
１又は２以上の非伸縮性生地で構成された縫製ラインを設け、また上記包み込み部の後端
部内側には雄面ファスナーを設けたことを特徴とする足関節用サポーター。
【請求項２】
縫製ラインが足底部の中心から放射状に包み込み部端部にかけて設けられた請求項１記載
の足関節用サポーター。
【請求項３】
包み込み部の先端部にはリング状の手持ち部を設けた請求項１記載の足関節用サポーター
。、
【請求項４】
本体に付設される補助ベルトを有し、該補助ベルトは内側には滑り止め機能を有し、外側
には面ファスナー雌機能を有する縦・横２方向に伸縮する生地で構成され、その中央には
足底部が設けられ、更に該足底部の両側には左右対称に足関節の包み込みベルトを有し、
更に足底部の一側から包み込みベルトの端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で構成さ
れた縫製ラインを設け、また上記包み込みベルトの先端部乃至後端部内側には雄面ファス
ナーを設けた請求項１記載の足関節用サポーター。
【請求項５】
縫製ラインが足底部の中心から放射状に包み込みベルトの端部にかけて設けられた請求項
４記載の足関節用サポーター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、硬質の樹脂などで構成されたステーやボーンを使用せずに足関節に起こる
内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる足関節用サポーターに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　足関節の運動としては内反運動・外反運動或いは底屈運動・背屈運動があるが、外力に
より足関節の可動域を超えた時に内・外反捻挫を起こすことになる（図２及び図３参照）
。
【０００３】
　これらの捻挫を防ぐために、従来硬質の樹脂などで構成されるステーやボーンを使用し
た足関節用サポーターが市販されている。
【０００４】
　また、伸縮性生地と非伸縮性生地を組み合わせた足関節サポーターも開示され（実開平
1-126281号、特開平11-206947号）、シームレスタイプの足関節用サポーターも知られて
いる。
【特許文献１】実開平1-126281号、特開平11-206947号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、硬質の樹脂などで構成されるステーやボーンを使用した足関節用サポーターに
ついては、硬質樹脂材で足関節の両側を固定するため足関節周囲の筋力の低下や膝への負
担が掛かる等の欠点がある。
【０００６】
　また、使用される硬質樹脂材が非対称形状であったり、付帯するベルトを引く方向が一
方向であるため、左右兼用が不可能であり、更に、ベルトの本数が多く、なおかつ複雑な
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構造であるため、簡便性がない等の欠点がある。
【０００７】
　一方、伸縮性生地と非伸縮性生地を組み合わせた足関節サポーターについては、足関節
の動揺を制限するため、伸縮・非伸縮生地の伸度差や使用面積差を設けてあり、このため
足関節に効果的に密着できない等の欠点がある。
【０００８】
　また、付帯するベルトを引く方向が一方向であるため、左右兼用が不可能であり、更に
足関節の動揺を制限するため、ベルトの本数が多くなり、このため装着が難しく、簡便性
がない等の欠点がある。
【０００９】
　更に、シームレスタイプの足関節用サポーターについては、全体的に足関節を圧迫する
ことに主眼があり、足関節の動揺に対しては対応しきれない等の欠点がある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は、上記実情に鑑み、本体を内側には滑り止め機能を有し、外側には面ファス
ナー雌機能を有する縦・横２方向に伸縮する生地で構成され、該本体にはその中央に足底
部を設け、更に該足底部の両側には左右対称に足関節の包み込み部を設け、更に足底部の
一側から包み込み部の端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で構成された縫製ラインを
設け、また上記包み込み部の後端部内側には雄面ファスナーを設けた足関節用サポーター
を提案するものである。
【００１１】
　この発明に係る足関節用サポーターの装着は足底部に足を載せて足の内側に当たる包み
込み部後端部内側に設けられた雄面ファスナーを外側の雌面ファスナーに貼着させて足関
節を包み込み、次に足の外側に当たる包み込み部後端部内側に設けられた雄面ファスナー
を外側の雌面ファスナーに貼着させて足首関節をその外側より包み込むことにより行われ
る。
【００１２】
　即ち、この発明に係る足関節用サポーターは縦・横２方向に伸縮する生地を使用してい
るため、足関節部分に効果的に密着させて装着できるとともに、足底部の一側から包み込
み部の端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で構成された縫製ラインが設けられている
ため、この方向に対する生地の伸縮が制限され、これにより足関節の動揺が軽減され、内
・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【００１３】
　また、この発明によれば足底部の両側に左右対称に足首関節の包み込み部が設けられて
いるため、左右兼用で使用でき、なおかつ装着が容易にできるため、簡便性がある。
【００１４】
　更に、この発明に係る足関節用サポーターは硬質樹脂材を一切使用せずに、縫製ライン
のみで足関節の動揺を制限するため、足関節周囲の筋肉などに余分な負担をかけず効果的
に内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【００１５】
　なお、この発明によりサポーター生地に設けられる縫製ラインとしては、足底部の中心
から放射状に包み込み部端部にかけて設けるのが効果的である。
【００１６】
　また、包み込み部の先端部にはリング状の手持ち部を設けたので、これに指を通して引
っ張ることにより力が入りやすくなり、非力な女性でも容易に、且つ的確に本体を足関節
に装着することができる。（図４参照）
【００１７】
　一方、この発明は本体のみでも足関節のサポーターとしての効果を発揮できるが、これ
に他のサポーターとして補助ベルトを付設することにより更に効果的なサポート機能を発
揮させることができる。
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【００１８】
　この補助ベルトとしては本体と同様に内側には滑り止め機能を有し、外側には面ファス
ナー雌機能を有する縦・横２方向に伸縮する生地で構成され、その中央には足底部が設け
られ、更に該足底部の両側には左右対称に本体より細い幅の足首関節の包み込みベルトを
有し、更に足底部の一側から包み込みベルトの端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で
構成された縫製ラインを設け、また上記包み込みベルトの先端部乃至後端部内側には雄面
ファスナーを設けたものを提案できる。
【００１９】
　この場合、補助ベルトの装着は上述のように足関節に本体を装着したのち、足底部に足
を載せて足の内側に当たる包み込みベルト後端部内側に設けられた雄面ファスナーを外側
の雌面ファスナーに貼着させて足首関節を包み込み、次に足の外側に当たる包み込みベル
ト後端部内側に設けられた雄面ファスナーを外側の雌面ファスナーに貼着させることによ
り行われる。
【００２０】
　即ち、この補助ベルトを使用すれば、本体の外側から効果的に足関節を圧迫し、２本の
ベルトを足底部から上方に引き上げることにより、外反および内反力に対して抑制できる
とともに、足底部の一側から包み込みベルトの端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で
構成された縫製ラインが設けられているため、本体との相乗効果によりこの方向に対する
生地の伸縮が更に的確に強固に制限され、内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【００２１】
　なお、ここで縫製ラインとしては足底部の中心から放射状に包み込みベルトの端部にか
けて設けるのが効果的である。
【００２２】
　更に、この実施例によれば本体、補助ベルト共に伸縮生地で形成されているため、フィ
ット感があり、更にサポーターの構成が本体と補助ベルトの２つの部品に分かれるため、
１つのサポーターで二通りの固定感を体験できる。
【００２３】
　また、この補助ベルトは本体でも述べたように、形状が左右対称であるため、左右の足
関節について兼用が可能であり、なおかつ装着が容易にできるため、簡便性がある。
【発明の効果】
【００２４】
　以上要するに、この発明によれば硬質の樹脂などで構成されたステーやボーンを使用せ
ずに足関節に起こる内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【００２５】
　また、この発明によれば包み込み部の先端部にはリング状の手持ち部を設けたので、こ
れに指を通して引っ張ることにより力が入りやすくなり、非力な女性でも容易に、且つ的
確に本体を足関節に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　内側には滑り止め機能を有し、外側には面ファスナー雌機能を有する縦・横２方向に伸
縮する生地で構成され本体と補助ベルトとからなり、該本体にはその中央に足底部を設け
、更に該足底部の両側には左右対称に足関節の包み込み部を設け、更に足底部の一側から
包み込み部の端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で構成された縫製ラインを設け、ま
た上記包み込み部の後端部内側には雄面ファスナーを設け、上記補助ベルトにはその中央
に足底部を設け、更に該足底部の両側には左右対称に足関節の包み込みベルトを設け、更
に足底部の一側から包み込みベルトの端部方向に１又は２以上の非伸縮性生地で構成され
た縫製ラインを設け、また上記包み込みベルトの先端部乃至後端部内側には雄面ファスナ
ーを設けた足関節用サポーター。
【実施例１】
【００２７】
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　以下、この発明を図示の基づいて説明すると、１は内側には滑り止め機能を有し、外側
には雌面ファスナー２とした縦・横２方向に伸縮する生地で構成される本体である。
【００２８】
　本体１の内側中央には足底部３が設けられ、足底部３の両側には左右対称に足関節の包
み込み部４、５が設けられ、包み込み部４の先端部にはリング状の手持ち部4aが設けられ
、包み込み部４の後端部内側には雄面ファスナー4bが設けられ、包み込み部５の先端部に
はリング状の手持ち部5aが設けられ、包み込み部５の後端部内側には雄面ファスナー5bが
設けられる。
【００２９】
　また、包み込み部４には足底部３の中心６からその端部にかけて放射状に２本の縫製ラ
イン4c,4cが設けられ、包み込み部５には足底部３の中心６からその端部にかけて放射状
に２本の非伸縮性生地で構成された縫製ライン5c,5cが設けられる。
【００３０】
　以上の構成において、本体１を足関節に装着させるには、足底部３の先端側に足先を向
け、足底部３の後端側をかかとに合わせて足底部３に足を踏み込む。（図５Ａ参照）
【００３１】
　次に、内側の包み込み部４のリング状の手持ち部4aに指を通してその先端部を引っ張り
ながら包み込み部４を足首関節に巻き付けてその後端部内側に設けられた雄面ファスナー
4bを外側の雌面ファスナー２に貼着させる。（図５Ｂ参照）
【００３２】
　更に、外側の包み込み部５のリング状の手持ち部5aに指を通してその先端部を引っ張り
ながら包み込み部５を足首関節に巻き付けてその後端部内側に設けられた雄面ファスナー
5bを外側の雌面ファスナー２に貼着させて本体１の装着が完成する。（図６ＡＢ参照）
【００３３】
　即ち、この実施例においては包み込み部４には足底部３の中心６からその端部にかけて
放射状に２本の縫製ライン4c,4cが設けられ、包み込み部５には足底部３の中心６からそ
の端部にかけて放射状に２本の非伸縮性生地で構成された縫製ライン5c,5cが設けられる
ため、硬質樹脂材を一切使用せずに、足関節の動揺を制限することができ、足関節周囲の
筋肉などに余分な負担をかけず効果的に内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【００３４】
　一方、７は本体１に付設して補助ベルトを設けた他の実施例における補助ベルトを示す
ものである。
【００３５】
　補助ベルト７は、本体１と同様に内側には滑り止め機能を有し、外側には雌面ファスナ
ー８とした縦・横２方向に伸縮する生地で構成される。
【００３６】
　補助ベルト７の中央には足底部９が設けられ、足底部９の両側には包み込み部４，５よ
り細幅の足関節の包み込みベルト10,11が設けられ、包み込みベルト10の先端部、後端部
内側には雄面ファスナー10a,10aが設けられ、包み込みベルト11の先端部、後端部内側に
は雄面ファスナー11a,11aが設けられる。
【００３７】
　また、包み込みベルト10には足底部９の中心12からその端部にかけて放射状に２本の縫
製ライン10b,10bが設けられ、包み込みベルト11には足底部９の中心12からその端部にか
けて放射状に２本の非伸縮性生地で構成された縫製ライン11b,11bが設けられる。
【００３８】
　本体１を装着した足関節に対する補助ベルト７の装着について説明すると、足底部９の
先端側に足先を向け、足底部９の後端側をかかとに合わせて足底部９に足を踏み込む。（
図７Ａ参照）
【００３９】
　次に、内側の包み込みベルト10の両端部を引き上げながら本体１にに巻き付け、雄面フ
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ァスナー10a,10aを外側の雌面ファスナー８に貼着させる。（図７Ｂ参照）
【００４０】
　更に、外側の包み込みベルト11の両端部を引き上げながら本体１に巻き付け、雄面ファ
スナー11a,11aを外側の雌面ファスナー８に貼着させて補助ベルト７の装着を完成する。
（図８ＡＢ参照）
【００４１】
　即ち、この実施例のように補助ベルト７を使用すれば、本体１の外側から効果的に足関
節を圧迫し、２本のベルトを足底部から上方へ引き上げることにより、外反および内反力
に対して抑制することができるとともに、足底部９の中心12から放射状に包み込みベルト
の端部に向けて２本の非伸縮性生地で構成された縫製ライン10a,10a乃至11a,11aが設けら
れているため、本体との相乗効果によりこの方向に対する生地の伸縮が更に的確に強固に
制限され、内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　以上要するに、この発明によれば硬質の樹脂などで構成されたステーやボーンを使用せ
ずに足関節に起こる内・外反捻挫を効果的に防ぐことができる足関節用サポーターを提供
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】この発明の示すもので、（Ａ）は本体の平面図、（Ｂ）は補助ベルトの平面図、
（Ｃ）は本体と補助ベルトが装着された足関節の側面図
【図２】足関節の内反運動、外反運動、内・外反運動を示す図
【図３】足関節の底屈運動、背屈運動、底・背屈運動を示す図
【図４】リング状の手持ち部に指を通して引っ張りながら本体を足関節に装着する状態を
示す図
【図５】本体を足関節に装着させる順序を示すものであり、（Ａ）は足底部に足を踏み込
む状態を、（Ｂ）は包み込み部を足関節に巻き付け、雄面ファスナーを外側の雌面ファス
ナーに貼着させる状態を示す。
【図６】図５に続いて本体を足関節に装着させる順序を示すものであり、（Ａ）はリング
状の手持ち部に指を通してその先端部を引っ張りながら包み込み部を足関節に巻き付ける
状態を、（Ｂ）は雄面ファスナーを外側の雌面ファスナーに貼着させて本体の装着が完成
した状態を示す。
【図７】補助ベルトを足関節に装着させる順序を示すものであり、（Ａ）は足底部に足を
踏み込む状態を、（Ｂ）は内側の包み込みベルトの両端部を引き上げながら足関節に巻き
付ける状態を示す。
【図８】図７に続いて補助ベルトを足関節に装着させる順序を示すものであり、（Ａ）は
外側の包み込みベルトの両端部を引き上げながら足関節に巻き付ける状態を、（Ｂ）は雄
面ファスナーを外側の雌面ファスナーに貼着させて補助ベルトの装着を完成させた状態を
示す。
【符号の説明】
【００４４】
　１は本体
　２は本体の外側に設けられた雌面ファスナー
　３は本体の足底部
　４、５は足関節の包み込み部
　4a,5aはリング状の手持ち部
　4b,5bは雄面ファスナー
　4c,4c、5c,5cは縫製ライン
　６は足底部の中心
　７は補助ベルト
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　８は補助ベルトの外側に設けられた雌面ファスナー
　９は補助ベルトの足底部
　10、11は包み込みベルト
　10a,10a、11a,11aは雄面ファスナー
　10b,10b、11b,11bは縫製ライン
　12は補助ベルトの足底部９の中心

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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